２年生　月別指導資料一覧表
	月
	内容項目(主題)
	資料名
	資料のあらすじ
	関連項目

	4
	2－(1)　礼儀（あいさつの心）
	1.ごあいさつのすすめ
	筆者はあいさつを「お互いの気持ちのきしみをとかしてくれる潤滑油である」と考えている。そして，若い人たちに欠けている“昨日のあいさつ”（お礼の心）の大切さを説く。
	学活
マナー・モラル

	4
	1－(1)　節度・調和のある生活（望ましい生活習慣）
	2.僕のたびだち
	部活には熱心だが勉強の苦手な政彦は，中学二年の春，担任の先生の助言で授業態度を改めた。勉強にも集中力がつき，充実感も増し，みごとに高校合格の夢をかなえる。
	進路指導

	4
	2－(2)　人間愛（人を思う心）
	3.スマイルと真心はタダ
	初めて行った近所のコロッケ屋でとまどってうつむいてしまった筆者に，店主は笑顔で対応した。翌朝，登校中に店主と挨拶を交わした筆者は，人の心を温かくできる笑顔を不思議なものだと思った。
	学活

	5
	4－(10)　世界の中の日本人（国際社会への貢献）
	4.大使になった父親
	カンボジアの平和と民主化を本気で夢見て村々を廻り選挙の意義を説いた中田厚仁が凶弾に倒れた。彼の父は，彼の遺志を継いで生きることを決意し，国連ボランティア名誉大使の役を拝命した。
	ボランティア活動

	5
	1－(2)　強い意志（最後までやり抜く）
	5.体力も精神力も鍛えられて強くなった
	プロ野球の世界に輝かしい成績を残した元広島カープ監督，山本浩二氏の随想。選手時代の厳しい練習の積み重ねとよきライバルの存在が強い精神力，現在の自分を育てたと説く。
	学活
健康

部活動

	5
	4－(3)　公正・公平（差別や偏見のない社会の実現）
	6.自然な手　自然な言葉
	障がいのある子の真似をし，面白い歩き方だと言う息子に何と言ったらいいかわからなかった筆者。社会的な常識ではなく，自分の「自然な言葉」が迷わず出てくるように変わりたいと思うのだった。
	障がい理解
学活

	6
	4－(6)　家族愛（父母への感謝）
	7.スダチの苗木
	懸命に働いて大学の学資を送ってくれた父母。工事現場で働くそんな父の職業にひけ目を感じていた筆者。お礼として下宿の庭に父が植えたスダチの木に，父母の愛情を偲ぶ。
	キャリア教育
家族愛

人権

	6
	4－(7)　よりよい校風の樹立（校風の継承と発展）
	8.伝統の味
	すすめられるままに軽い気持ちで生徒会役員を引き受けた将人は，他校の生徒会役員との交流会に出席し，自校の様子を誇らしげに語る先輩を見て，役員としての夢をふくらませる。
	生徒会活動
学活

	6
	3－(3)　生きる喜び（生きる喜び）
	9.あるがままの自分で
	テノール歌手・新垣勉の半生と彼の言葉から生きる喜びについて考える文章。彼は，人と比べるのではなく，あるがままの自分を受け入れることが，人が生きていく上で大切だと言う。
	障がい理解

	6
	1－(3)　自律・責任（誠実な行動と責任）
	10.裏庭でのできごと
	裏庭で物置のガラスを割ってしまった雄一。彼が先生を呼びに行く間に大輔と健二もガラスを割ってしまう。雄一の割ったガラスに便乗させた大輔と，後日職員室へ向かった健二の行動から責任を自覚させる文章。
	学活

	7
	3－(1)　生命尊重（命の重み）
	11.死児を抱いて
	宮崎県幸島にすむ母ザルが赤ん坊を産んだが，その赤ん坊はまもなく死んでしまう。しかし母ザルは死んだ赤ん坊がミイラのようになっても離さず，二か月も抱いたまま過ごした。
	生命

	7
	4－(6)　家族愛（家族の一員としての自覚）
	12.「母の反撃」
	母が家事をするのが当たり前だと思っていた筆者とその兄たちは，ある朝冷めた朝ご飯が机に並んでいるのを見て，母の背負っていた当たり前について考える。
	家族

	9
	2－(3)　友情・信頼（友達としてのあり方）
	13.甲子園でプレーがしたい
	小学生のときからバッテリーを組み，共に地元の高校進学を目指す二人のうちの一人に，甲子園出場のチャンスの多い他県の高校から，推薦入学の話がくる。さて――。
	部活動(野球)
進路指導

	9
	3－(2)　自然愛護，畏敬の念（雄大な自然の力）
	14.見えざるものへの努力
	薬師寺の三重塔が，第二室戸台風の大暴風雨に襲われたが，微動することもなく残った。この光景を目前にした筆者は，人間の無力さと，人間の力を超えたものへの感動を覚える。
	キャリア教育
伝統・文化

	9
	4－(4)　集団生活の向上（集団生活での協力）
	15.私の存在
	適当に練習をサボっていた吹奏楽部員でホルンを吹く洋子は，不注意から唇にけがをするが，それを心配してくれる仲間の気持ちをきっかけに，熱心に練習に取り組むようになる。
	部活動(吹奏楽)

	9
	2－(5)　寛容・謙虚（他から学ぶ）
	16.日々の生活の中で育つ私
	障がいをもつ弟がクラスでからかわれた。両親が，悔しさや怒りを抑え，今後のことを考えて行動している姿をみて，筆者は自分も変わろうと決意する。
	障がい理解
学活

	10
	2－(3)　友情・信頼（友への信頼，友とのかかわり方）
	17.千五百メートル走
	運動会の1500ｍ走の選手の一人に，不良扱いされて孤独な転校生のイサ男を選んだ。――卒業後十二年目のクラス会で，「わたし」はイサ男の死と，あの時の人選の裏話を聞く。
	行事(運動会)
学活


	月
	内容項目(主題)
	資料名
	資料のあらすじ
	関連項目

	10
	2－(6)　感謝（感謝の心）
	18.僕たちの出発（たびだち）
	職場体験に臨んだ「僕たち」が，体験先の店長さんの注意の話を聞き，難しい話だったが「僕たち」なりに受け止め，お客様に感謝の気持ちを表そうと努力を始めたのであった。
	職場体験
感謝

	10
	2－(4)　男女の人格尊重（異性との望ましい関係）
	19.文　通【討】
	親友の咲子の代理で文通の申し入れに行った珠美だが，相手の修一は珠美に文通を申し入れる。修一に対して好意が芽生えていた珠美は，どう答えるべきか困ってしまう。
	学活

	10
	3－(2)　自然愛護，畏敬の念（自然に感動する心）
	20.水たまりの日本画
	東京郊外の多摩湖畔に住んでいる筆者は，ある秋の雨上がりの朝の通勤の途中，泥道の水たまりに写し出された，日本画のように美しい紅葉に出合い，深い感動を覚える。
	自然
美術

	11
	1－(5)　向上心，個性の伸長（個性を伸ばす）
	21.日常生活を含めて自分自身を将棋に捧げること
	日本将棋連盟九段の石田和雄棋士が，プロの日常生活の様子や心がけ，エピソードの紹介を通して，プロというものに必要な条件について語った文章。
	キャリア教育

	11
	3－(1)　生命尊重（生きることへの喜び）
	22.生きるつとめ
	筆者はオートバイで疾走中に大けがを負う。あせりといらだちで家族にあたる筆者であったが，叔母から届いた一通の手紙により，自他の生命の大切さを自覚するようになる。
	生命

	11
	4－(4)　集団生活の向上（集団の協力）
	23.賞　状
	社会科見学のコースについての班員のさまざまな意見の調整や，見学当日の行動の決定にあたって，集団の秩序と個人の尊重とのはざまで，班長の裕一はいろいろと思い悩む。
	行事(社会科見学)

	11
	4－(5)　勤労の尊さ（働く喜び）
	24.仕事で学んだこと
	定時制高校に通いながらスーパーマーケットに就職した筆者は，所長や職場の先輩たちの励ましもあり，職場にも慣れて仕事を少しずつ任されるようになり，働く喜びを感じ始める。
	キャリア教育
進路指導

	12
	4－(8)　郷土愛（郷土を大切にする心）
	25.桑の都
	職場体験で，八王子の織物工場を訪れた洋子は，佐藤さんに多摩織りの話を聞いた。そして，太平洋戦争によって一度途絶えた多摩織りを復活させ，それを続けてきた情熱に打たれた。
	伝統・文化
歴史

職場体験

	12
	4－(5)　勤労の尊さ（働く喜び）
	26.おばちゃんのくれた“おまじない”
	末期がん患者が入院している病棟でシャンプーをしてあげていた美容師の筆者。ある日，ひとりのおばちゃんの言葉で，自分の仕事観が変わるほどの衝撃を受ける。
	キャリア教育

	12
	4－(9)　日本人としての自覚（日本の伝統と文化の継承と発展）
	27.石の声を聞け
	コンクリート建築が主流になった現在では，穴太衆は筆者の会社を残すのみとなっている。筆者は，初めは理屈ばかり並べていたが，今では石の気持ちを聞き，石を積めるようになった。
	伝統・文化

	1
	4－(2)　公徳心，社会連帯（ボランティア活動の意義）
	28.小さな一歩
	無関心だったボランティア活動だが，潤一は級友に誘われてしぶしぶ手伝ったのをきっかけに，地域の行事に参加するようになり，今では充実感に満ちている。
	部活
ボランティア活動動

	1
	4－(1)　秩序・規律（法やきまりの意義）
	29.守りたいものは
	大地震が発生し，けが人や病人が避難所へ次々運ばれてくる。薬が不足している状況で，他の救護所の要請に応えて薬を分けるべきなのか。カルロスは，医者として手元にある薬品を管理する責任との間で揺れる。
	学活

	1
	4－(3)　公正・公平（正義感）
	30.松本君への手紙
	気弱な級友が，クラスのボスからいじめられているのを見かねて，これを止めた松本君の行動と，それに感動した友人からの手紙を通して，正義とは，勇気とは何かを考える。
	いじめ
学活

	2
	1－(4)　理想の実現（よりよい生き方の追求）
	31.アイメイトに賭けた人生
	アイメイト（盲導犬）の育成の仕事を始めて30年以上になる筆者が，人の役に立つ仕事をする喜びと，自分の好きなことに打ち込み，それに人生をかけることの大切さを説いている。
	キャリア教育

	2
	2－(2)　人間愛（一人ひとりを大切にする心）
	32.車いすの少年
	少年の乗った車いすの車輪が道路の側溝に落ちた。周囲の人々は手助けをしようとするわたしを制し，少年が自力で脱出するのを声援するだけだったというロンドンでの体験談。
	障がい理解

	2
	1－(5)　向上心，個性の伸長（自分らしい生き方）
	33.大切な私の体
	手足の軟骨が形成されないため身長があまり伸びずひどいO脚になってしまう病気の筆者。しかし，辛いことも楽しいことも自分の体とともに経験してきたので，これからも自分らしく生きようと思う。
	障がい理解
キャリア教育

	3
	4－(9)　日本人としての自覚（文化の継承と創造）
	34.ものの命を大切に
	世界最古の木造建築といわれる法隆寺を築いた先人の伝統を受け継ぎ，法隆寺を守り続けてきた宮大工の西岡常一さんの半生と，「ものの命を大切に」という考え方の紹介。
	キャリア教育
伝統・文化

	3
	1－(4)　理想の実現（能動的意志）
	35.打ち込むための条件
	高校時代は国語が苦手であった筆者が，ふとしたことから作家への道を志すことになるその契機を大切にし，それを目標として忍耐強く自分の進む道を発見する過程を描く。
	キャリア教育
進路指導
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